
 

 

        

○新文化財の活用による地域活力創出事業 

～「文化財活用元年」 活用なくして継承なし!!～ 

 

 

 

 １ 文化財活用の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ２ 事業目的 

 

 

 

 

 

 

 ３ 事業展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 平成27年度予算額  ３１３万６千円 

 

    

文化財・生涯学習課 

    

 

    

事業主体 補助率 金額

文化財保存整備事業とセットで、文化財に関する情報発信や活用

事業を推進

　○交付額：保存整備事業県補助金額の10％

  ○事業例：

　　〔講演会・シンポジウム〕 記念講演、改修成果発表会

    〔実演・発表〕 民俗文化財の実演、芸能大会等出演

　　〔公開・展示〕 改修等現場公開、解説・観察会、展示会

　　〔活用イベント〕 写真撮影会、歴史的建造物等生活体験

　　〔ガイド養成〕 文化財ガイド・サポーター養成

　　〔広報・解説資料〕 解説パンフレット、広報資料、説明板

文化財保存整備を

実施する補助事業

者

定額

　　　千円

　3,136

○ ○ ○ ○ タイムリーな文化財情報発信タイムリーな文化財情報発信タイムリーな文化財情報発信タイムリーな文化財情報発信【時空を超えたｾｰﾙｽﾏﾝ】【時空を超えたｾｰﾙｽﾏﾝ】【時空を超えたｾｰﾙｽﾏﾝ】【時空を超えたｾｰﾙｽﾏﾝ】

フレキシブルかつタイムリーな文化財情報の発信

（雑誌・マスコミ・一般へのセールス及びセールスマンの紹介）

○ インターネットによる信州文化財コンシェルジュ○ インターネットによる信州文化財コンシェルジュ○ インターネットによる信州文化財コンシェルジュ○ インターネットによる信州文化財コンシェルジュ

文化財に関心を持ってもらうため、新しい切り口で文化財情報を紹

介・提供（様々な動機付けによる文化財検索サイトの構築）

○ 「体感！信州の文化財ガイドツアー」の実施○ 「体感！信州の文化財ガイドツアー」の実施○ 「体感！信州の文化財ガイドツアー」の実施○ 「体感！信州の文化財ガイドツアー」の実施

専門職員等がガイドとなり、県内各地域の文化財（建造物、美術

工芸品、史跡、名勝、天然記念物、文化的景観、民俗文化財等）

を巡るガイドツアーを実施

■ 文化財情報発信・活用事業（補助事業）■ 文化財情報発信・活用事業（補助事業）■ 文化財情報発信・活用事業（補助事業）■ 文化財情報発信・活用事業（補助事業）

県立歴史館

文化財・生涯学習

課、県立歴史館

文化財・生涯学習

課

(ゼロ予算事業)

■ 県内文化財の新たな活用■ 県内文化財の新たな活用■ 県内文化財の新たな活用■ 県内文化財の新たな活用

事事事事    業業業業    内内内内    容容容容    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

    

文化財活用へのステップ文化財活用へのステップ文化財活用へのステップ文化財活用へのステップ    

文文文文

化化化化

財財財財

のののの

活活活活

用用用用    

    

    

    

    

・地元でも知られていない（地元しか知らない） 

・あまり人が訪れない 

文化財に関する課題文化財に関する課題文化財に関する課題文化財に関する課題    

・地域づくりに活用されていない 

・歴史や文化財への関心が低い世代（10 代後半～40 代）

    

    

    

    

・文化財の価値や大切に守ることを認知 

・地域に対する誇りや愛着をもたらす 

・多数の来訪者による地域の活性化 

目指す姿目指す姿目指す姿目指す姿    

    

    

 

    

最終目標最終目標最終目標最終目標    

文化財を次の時代に継承 

(何百年、何千年先の未来へ残す) 

<活用なくして継承なし!!> 

文化財の保存整備 

各地域において文

化財情報発信･活用 

【光を当てる】 

多角的に文化財情

報発信 

【新しい視点から 

     磨く】 

総合的に活用 

【新たな点を 

 新たな線で結ぶ】 

 文化財を後世に維持・継承していくため、保存整備だけでなく文化財の情報発信・活用を一体的に行う 

取組を推進する 


